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平安時代 名前

問1 平安時代初期に、桓武天皇が坂上田村麻呂を征夷大将軍に任命して東北地方へ派遣した目的と、その結果についての説明として最も適切なもの
はどれか。 （2015年 千葉県公立入試 類似）

1. 仏教の力によって国家の混乱を鎮
めるためであり、坂上田村麻呂は東
北地方に多くの国分寺を建立して民
衆の教化に努めた。

2. 関東地方で自立した勢力を築こう
とした平将門を討伐するためであり
、坂上田村麻呂は武士の先駆けとし
て大規模な反乱を鎮圧した。

3. 朝廷の支配を東北地方まで広げる
ためであり、坂上田村麻呂は胆沢城
を築くなどして蝦夷の抵抗を抑え、
支配を強化した。

4. 大陸の唐や新羅との交易ルートを
確保するためであり、坂上田村麻呂
は東北の海岸線に港を整備し、海外
文化の導入を促進した。

問2 平安時代の仏教に関する記述のうち、最澄と彼が創始した宗派について正しく述べているものはどれですか。 （2019年 三重県公立入試 類似）

1. 全国を行脚して治水工事や橋の建
設を行い、庶民から「行基」と慕わ
れた。

2. 唐から帰国後、高野山に金剛峰寺
を建立して、真言宗の教えを広めた
。

3. 唐から帰国後、比叡山に延暦寺を
建立して、天台宗の教えを広めた。

4. 遣隋使とともに中国へ渡り、日本
で初めてとなる本格的な仏教の戒律
を伝えた。

問3 12世紀の日本と諸外国との貿易に関する記録には、ある人物が航路や港を整備して貿易を拡大させたことが記されています。この人物が、武士
として初めて就任した最高官職の名称として正しいものはどれですか。 （2024年 宮城県公立入試 類似）

1. 幕府を開くために朝廷から任命さ
れる征夷大将軍

2. 成人後の天皇を補佐する関白 3. 天皇に代わって政治を行う摂政 4. 朝廷の最高機関である太政官のト
ップである太政大臣

問4 11世紀末、後三条天皇のあとを継いだ白河天皇は、天皇の位を退いた後も「上皇」として政治の実権を握り続けました。それまでの藤原氏を中
心とした摂政や関白による政治を抑えるために始まった、この政治形態の名称を選びなさい。 （2016年 山形県公立入試 類似）

1. 院政 2. 武家政治 3. 摂関政治 4. 親政

問5 平安時代末期の1156年、崇徳上皇と後白河天皇の対立を背景に、摂関家や武士団も二手に分かれて戦った政変が起こりました。この争いをきっ
かけに武士の力が朝廷に認められ、その後の平氏政権の誕生へとつながる重要な歴史的事象は何ですか。 （2020年 愛媛県公立入試 類似）

1. 応仁の乱 2. 保元の乱 3. 平治の乱 4. 承久の乱

問6 平安時代の政治の変遷について述べた記述のうち、白河上皇が院政を開始するより前の時期に行われていた、摂関政治の仕組みを説明したもの
として最も適切なものはどれですか。 （2018年 秋田県公立入試 類似）

1. 藤原氏が天皇の母方の親戚となり
、摂政や関白の職を独占して政治の
実権を握った。

2. 有力な武士が征夷大将軍となり、
鎌倉に幕府を開いて全国の武士を統
制した。

3. 位を退いた天皇が上皇となり、摂
政や関白を抑えて「院」で政治を行
った。

4. 唐の制度にならって律令を整備し
、中央集権的な官僚制によって政治
を行った。

問7 藤原兼家から道長、頼通へと続く藤原氏の系図と、当時の皇室の系図を照らし合わせると、藤原氏が「摂政」や「関白」の役職を独占していた
ことが分かります。こうした役職の使い分けについて述べた、次の文の空欄にあてはまる組み合わせとして正しいものを選びなさい。
「藤原氏は、天皇が幼少である時には（ X ）として政治を代行し、天皇が成人した後は（ Y ）として天皇を補佐することで実権を維持した。」
（2021年 高知県公立入試 類似）

1. X：関白 Y：摂政 2. X：摂政 Y：関白 3. X：執権 Y：連署 4. X：太政大臣 Y：征夷大将軍

問8 藤原道長が、「この世をば わが世とぞ思う 望月の 欠けたることも
なしと思えば」という歌を詠んだ時期の背景として、最も適切なものはどれか。 （2016年 千葉県公立入試 類似）

1. 末法思想が広まり社会が不安に包
まれるなか、極楽浄土へ行ける確信
を得たことを感謝した。

2. 源氏や平氏といった武士の台頭を
抑え込み、貴族だけの平和な世の中
を維持することに成功した。

3. 自らの三人の娘がそれぞれ天皇の
きさきとなり、摂政・関白として権
力の絶頂に達していた。

4. 律令制度が崩壊するなかで、独自
の新しい法律を制定し、天皇に代わ
って直接国を統治するようになった
。

問9 平安時代、藤原道長に代表される藤原北家は、天皇が幼少のときには「摂政」として、成人した後には「関白」として政治の実権を握りました
。このように、天皇の母方の親戚（外戚）としての立場を利用して権力を振るった政治体制を何と呼びますか。 （2024年 新潟県公立入試 類似）

1. 院政 2. 律令政治 3. 武家政治 4. 摂関政治

問10 1086年に子の堀河天皇に位を譲った後、上皇として初めて本格的な院政を開始した人物は誰ですか。 （2018年 三重県公立入試 類似）

1. 白河天皇 2. 後醍醐天皇 3. 桓武天皇 4. 聖武天皇

問11 平安時代に藤原氏が摂政や関白の職に就き、政治の実権を握り続けた仕組みについて、最も適切な説明はどれですか。 （2016年 和歌山県公立入試 類似）

1. 全国の公地をすべて藤原氏の私有
地として没収し、経済的な基盤を独
占することで権力を確立した。

2. 天皇の位そのものを藤原氏が世襲
する制度を確立し、一族の中から天
皇を輩出し続けた。

3. 自分の娘を天皇のきさきとし、生
まれた子を天皇の位につけることで
、天皇との間に外戚関係を築いた。

4. 有力な武士団と結びつき、武力に
よって天皇を威圧することで政治の
主導権を確保した。

問12 平安時代の中期に、藤原氏が代々受け継いだ「摂政」と「関白」という官職について正しく説明したものはどれですか。 （2016年 香川県公立入試 類似）

1. 天皇が位を譲り上皇となった後も
、摂政や関白として引き続き政治の
実権を握った。

2. 地方の反乱を鎮圧するために、武
士のリーダーが摂政や関白に任命さ
れて実権を握った。

3. 外国との貿易を独占するために、
有力な貴族が摂政や関白となって経
済の実権を握った

4. 天皇が幼少のときには摂政として
、成人した後には関白として、政治
の実権を握った。

問13 最澄が比叡山に延暦寺を建立した背景にある、仏教と国家の関係性についての説明として最も適切なものはどれですか。 （2018年 和歌山県公立入試 類似）

1. 現世での利益を得るために、呪術
的な儀式を最優先した。

2. 武士の台頭を抑えるために、独自
の軍事力を維持しようとした。

3. 仏教の力で国家を災いから守り、
平和を維持しようと考えた。

4. 貴族一人ひとりの私的な繁栄を祈
祷することを最大の目的とした。

問14 平安時代中期、藤原道長・頼通の親子が約50年間にわたって実権を握った「摂関政治」の仕組みについて説明した文として、最も適切なものを
次の中から選びなさい。 （2022年 愛媛県公立入試 類似）

1. 天皇が位を退いて上皇となった後
、院庁という役所を開いて、天皇に
代わって直接政治を行う体制を整え
た。

2. 唐の制度にならって律令を整備し
、公地公民の原則に基づき、班田収
授法によって全国の土地と人民を直
接支配した。

3. 地方の武士団を組織して軍事力を
背景に朝廷を圧倒し、六波羅探題な
どの機関を置いて政治の主導権を握
った。

4. 自分の娘を天皇の后（きさき）と
し、その間に生まれた子を次の天皇
に立てることで、天皇の外祖父（母
方の祖父）として勢力をふるった。
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答え合わせ・解説
問1 答え 3

朝廷の支配を東北地方まで広げるためであり
、坂上田村麻呂は胆沢城を築くなどして蝦夷
の抵抗を抑え、支配を強化した。

桓武天皇の時代に行われた東北遠征は、律令支配の拡大を目的としていました。坂上田村麻呂
は軍事的な制圧だけでなく、現在の岩手県に胆沢城を築くなど、行政拠点を設けることで永続
的な支配を確立しようとしました。他の選択肢にある大仏建立や国分寺の設置は奈良時代の聖
武天皇の政策、平将門の乱の鎮圧は平安時代中期の出来事であり、時代背景が異なります。

問2 答え 3
唐から帰国後、比叡山に延暦寺を建立して、
天台宗の教えを広めた。

最澄は天台宗を、空海は真言宗をそれぞれ唐から伝えました。最澄の拠点は比叡山延暦寺、空
海の拠点は高野山金剛峰寺です。この区別は入試で非常によく問われるポイントです。

問3 答え 4
朝廷の最高機関である太政官のトップである
太政大臣

平清盛は、現在の大輪田泊（神戸市）を修築するなどして日宋貿易を積極的に推進し、莫大な
経済力を蓄えました。その背景には、武士として初めて太政大臣という高い地位に就き、朝廷
において大きな発言権を得たことがあります。源頼朝が就任した征夷大将軍とは異なる、伝統
的な官位制度の中での最高職を目指したのが特徴です。

問4 答え 1
院政

白河天皇が1086年に譲位して上皇となった後、独自の政務機関（院庁）を設けて政治を行っ
たことが始まりです。これは、天皇の母方の親戚（外戚）として権力を握っていた藤原氏（摂
関家）の影響を排除し、天皇家自身が主導権を取り戻す目的がありました。

問5 答え 2
保元の乱

平安時代末期の朝廷内における権力闘争において、源氏や平氏といった武士が実力行使の主体
として動員されました。この戦いを通じて武士の軍事力が政治を左右することが明確になり、
貴族中心の政治から武士が主導権を握る時代へと移行する決定的な契機となりました。この直
後に起こる平治の乱を経て、平清盛による武家政権が築かれていくことになります。

問6 答え 1
藤原氏が天皇の母方の親戚となり、摂政や関
白の職を独占して政治の実権を握った。

平安時代の政治は、初期の律令に基づく政治から、中期の藤原氏による摂関政治、後期の院政
や武士の台頭へと変化しました。摂関政治は、藤原北家が他の貴族を排斥し、天皇との血縁関
係を背景に、摂政・関白という最高職を世襲することで成立しました。白河上皇が院政を始め
たのは、この摂関政治を抑えるためでもありました。

問7 答え 2
X：摂政 Y：関白

摂政は、天皇が幼少であったり、女性であったりする場合に、天皇に代わって政治を行う職で
す。一方、関白は天皇が成人した後に、その補佐として政務を司る職です。藤原氏はこれら二
つの職を独占することで、天皇の成長段階に関わらず常に政治の頂点に君臨し続けました。

問8 答え 3
自らの三人の娘がそれぞれ天皇のきさきとな
り、摂政・関白として権力の絶頂に達してい
た。

この歌は、藤原道長の三女である威子が天皇の中宮（きさき）になった際の祝宴で詠まれたも
のです。道長は自分の娘を次々と天皇の后にすることで、後の天皇の祖父という確固たる地位
を築きました。この満月（望月）に例えた表現は、摂関政治が最も繁栄した時期の様子を象徴
しています。道長と、その後の頼通の父子の時代が、藤原氏の全盛期にあたります。

問9 答え 4
摂関政治

藤原氏は、自分の娘を天皇の后とし、生まれた子を次の天皇に立てることで、天皇の外祖父（
母方の祖父）という立場を築きました。藤原道長やその子の頼通の時期に全盛期を迎え、天皇
を補佐する役職である摂政や関白を独占することで、長期にわたって安定した権力を維持しま
した。これは後の上皇が政治を行う「院政」や、将軍による「武家政治」とは区別されます。

問1
0

答え 1
白河天皇

白河天皇は、幼い堀河天皇に位を譲った後も上皇として実権を握り、自らの直属の軍事力とし
て「北面の武士」を置くなどして権力を強化しました。これが約100年続く院政の始まりとな
りました。

問1
1

答え 3
自分の娘を天皇のきさきとし、生まれた子を
天皇の位につけることで、天皇との間に外戚
関係を築いた。

藤原氏は、娘を天皇のきさき（后）にし、その間に生まれた皇子を次の天皇に立てることで、
天皇の母方の祖父という「外戚」の立場を得ました。この血縁関係を背景に、天皇が幼少のと
きは「摂政」、成人してからは「関白」として政治の主導権を握る摂関政治を確立しました。
武力や土地の没収ではなく、皇室との親戚関係を深めることが権力の源泉でした。

問1
2

答え 4
天皇が幼少のときには摂政として、成人した
後には関白として、政治の実権を握った。

藤原氏は、天皇が幼いうちは「摂政」として、成人してからは「関白」として補佐することを
口実に、政治の重要な決定権を独占しました。この体制を摂関政治と呼び、藤原道長や頼通の
時代に全盛期を迎えました。天皇が引退した後に実権を握る「院政」や、武士による「武家政
治」とは区別する必要があります。

問1
3

答え 3
仏教の力で国家を災いから守り、平和を維持
しようと考えた。

最澄が比叡山に拠点を構えた背景には、鎮護国家の思想がありました。これは仏教が国家の保
護を受ける代わりに、仏教の教えや修行によって国を安定させるという役割を担うものです。
平安京の北東という方位に建立されたことも、都を災いから守るという意図が含まれていまし
た。当時の仏教は、個人的な欲望を満たすための「現世利益」や特定の階級の繁栄よりも、ま
ずは国家全体の守護という公的な性格が重視されていました。

問1
4

答え 4
自分の娘を天皇の后（きさき）とし、その間
に生まれた子を次の天皇に立てることで、天
皇の外祖父（母方の祖父）として勢力をふる
った。

摂関政治は、藤原氏が天皇の「外戚（母方の親戚）」となることで権力を維持した政治形態で
す。道長などは娘を天皇に嫁がせ、生まれた皇子を天皇に即位させることで、その幼少期に摂
政として、成人後には関白として実権を握り続けました。選択肢にある上皇が政治を行うのは
「院政」、武家による支配は「武家政治」であり、摂関政治の特徴とは異なります。


